
 

 

     

  

 

たくさんの「ありがとう」 
副校長 三好 紀子  

 
 １１月１３日（木）・１４日（金）・１５日（土）の展覧会には、たくさんの保護者の皆様と地域の方々にお
越しいただき、ありがとうございました。子供一人一人の個性が光る表現の数々、お楽しみいただけましたで
しょうか。きっとお家では、お子さんと展覧会の感想を語り合い、素敵な作品とパフォーマンスを見せてくれ
て「ありがとう」、見てくれて「ありがとう」といったやりとりがあったことと思います。私にとって大塚小
学校での初めての展覧会でしたが、作品一つ一つの色や形、そこに込められた児童一人一人の思いや工夫、パ
フォーマンスタイムの頑張りに感動し、子供たちみんなに「ありがとう」の気持ちでいっぱいになりました。
そして、それを支えてくれた全教職員にも感謝です。展覧会を無事終えることができたのも、たくさんの「あ
りがとう」のおかげだと実感しています。 

 次に、１０月１１日（土）道徳授業地区公開講座意見交換会での講師の方の講話を紹介します。「地域で見
守りを行っています。大人を信用してもらえるよう、子供たちに声を掛けるようにしています。そうすること
で、子供たちは『おはようございます』と言ってくれるようになります。挨拶をする中で、『今日は元気がな
いな』ということも分かります。」というお話がありました。地域に子供たちを見守ってくださる存在がいる
ことは、学校はもちろん、子供たちにとっても保護者の皆様にとっても心強く、とてもありがたいことです。
挨拶は、する側もされる側も気持ちのよいものです。挨拶を交わす中で、「いつも見守ってくれてありがとう」
「挨拶をしてくれてありがとう」も含まれているのではないでしょうか。１０月９日（木）学校運営協議会で
は、スクールガードとして通学路に立ってくださっている委員の方より、「朝、自分から挨拶をしてくれる子
が増えています。」という発言がありました。挨拶がつなぐ地域との関わりと安心は当たり前ではないこと、
そのことへの感謝を忘れてはいけないことを、子供たちに挨拶の大切さと一緒に伝えていきたいと思います。 
 １２月２０日（土）、子供たちも保護者の方も地域の方も楽しみにしている「大塚マラソン」があります。
今年は、夏休みから音楽室・家庭科室の改修工事のためグラウンドにプレハブが建ち、ここ３か月、外で体を
動かす機会がかなり制限されました。そのプレハブも先週撤去され、やっと、中休みのマラソンタイムと各学
年の体育で練習が始まったところです。子供たちが元気に走れるのは、保護者の皆様の体調管理のおかげ、住
宅街を走れるのは近隣住民の方々のご理解とご協力のおかげ、安全に車道を走ったり沿道で応援したりでき
るのは、保護者や地域のボランティアの方々のおかげです。これらたくさんの方々への恩返しになるよう、子
供たちは本番の走りを通して、一人一人の目標達成へ向けた努力の成果や頑張りを見せてくれるはずです。ご
声援、よろしくお願いいたします。 
 「ありがとう」を『広辞苑』（第七版）で調べてみると、「有り難う」「感謝の意をあらわす挨拶語。」とあ
りました。語源の「有り難い」を見てみると、以下の７つの意味が記されていました。 
 
①存在が稀である。なかなかありそうもない。珍しい。 
②生きるのがむずかしい。 
③なしがたい。むずかしい。 
④（世にも珍しいほど）すぐれている。立派である。 
⑤またとなく尊い。もったいない。恐れ多い。 
⑥（人の親切や好意などに対し）感謝したい気持ちである。身にしみてうれしい。 
⑦本当に恵まれていて、うれしい。 
 
この７つを読むと、今まで「当たり前」と思っていたことも、有るのが難しく、当たり前ではなく、尊い

ものであることを改めて気付かされます。子供たちはもちろん、保護者や地域の方々、教職員も感謝の言葉
や気持ちが飛び交う、「ありがとう」がいっぱいの学校になることを願っています。 
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１２月の生活目標 「きれいな学校にしよう」 
生活指導主任 冨田康輔 

学校をきれいにするためには、掃除をしっかりすることはもちろんですが、そもそも汚したり散らかした
りしないこともとても大切です。たとえば、授業中に消しゴムのかすを床に落とさず、まとめてごみ箱に捨
てること。手を洗った後はハンカチでしっかり拭いて、水滴を床に落とさないこと。使った道具はすぐに元
の場所に戻すこと。こうした小さな心がけが積み重なると、学校全体がもっと気持ちのよい場所になりま
す。 
さらに、掃除には「心を磨く」という意味もあります。掃除を通して、自分からすすんで行動することや、

周りに気付く力を育てることができます。ほうきで床を掃くとき、机の下や隅に目を向けることで、普段見
過ごしていたことに気付くかもしれません。そうした気付きは、生活の中でとても大切な力になります。 
１２月は、一年の締めくくりの月です。新しい年を気持ちよく迎えるためにも、学校をきれいに保つこと

をみんなで意識していきましょう。 

                          
 


